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言語学の研究書に詳しい し，その生物学的側面からの研究も Lenneberg  
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うなコメントを発表している（8）。   
Since the earliest days of broadcasting the BBC has recognised a   
great responsibility towards the problems of spoken English・These   
are vexed butintrigulng．They might have been evaded，1eavingboth   
generalprlnClples and particular words to chance．Tendencies might   
have been observed and either reinforced or resisted．As the broad－   
casterisinfluential，SOalsoisheopentocr’iticism from everyquarter  
in thathe addresseslistenersofevery degreeeofeducation，many Of   
whom areinfluenced bylocalvernacular and tradition．There has   
been noattempttoestablish auniformspokenlanguage，butitseemed   
desirable to adopt uniformity ofprlnClple and uniformity of pronun－   
ciationtobeobservedbyAnnouncerswith respecttodoubtfulwords・   
Thepolicymightbedescribedasthatofseekingacommondenomina－   
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いメディアの導入時にはっきりと認識しなければならないことに思える。   
さらにここで，面白いことに，この前者の改革は，後者の改革の延長である  


















この路線はそれ以後，映軌 テレビにまで受け継がれてい行く。   
ところが，ここで気が付くことは，ラジオ，映画，テレビが，実は書物と同  
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ることであり，言語によるコミュニケーション， 言語活動に新しい視野を提供  
するものでもない。  
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〉 もしよろしければ，入会案内を学校宛に送ります。IDを公開してよ   
〉 ろしければそちら経由の方が良いかな。  
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どうもありがとうございます。今，自分の本当に合っている学会とかを探  

















Bolinger．Dwight．andl）onald A．Sears．Aspects d Langltage．3rd．ed，Orlando：Harcourt Brace   
Jovanovich．1981．  
Buda，］．K．－The FormattingofNetwork Messagcs：’TheCuLLuTaLReview4（1994）69－94Tokyo：School  
OfCommerce．Waseda Univ．  
一一hQuotationsin Network Messages／The CllLL渥YaE Ret，iew6（1995）33－58Tokyo二Schoolof Com・  






103   












0’Donne11，W．R．．and Loreto Todd．VaTieLyin ConEelnPorawEngLish．2nd．ed．London：Harper Co川ns．  
1991．  
Ong．WalterJ．OTaEiLyandLiteTaq．The TechnoLpgizingqrthe t4bnl．1989．London：Routledge．1991，  
Rieahrds，Jack，John PlaLt，and HeidiWcber，eds．Lmglnan DicLionaTy qf＾ppLied LinguisEics．Esscx：  
Longman．1985．  
Scovel．Thomas．A T血腫わ旦匝止」L咋画仙旬印加厄力叩血ッ加わ拍 Crl！fcαJPgr血d♪r仇l†乃〃托みぞβC九  





ing．Iteffected a fulトscaleculturalrevolutionandsincethen hasbeeninflucncingalmostallaspcctsoL  
Culture．1t alsoinnuencedlanguageilse】fand resultedin a new variety oflanguagc：Writtenlanguage．  
Todaywrittenlangt）ageisusedcvenforradioandtelevision．Thatis．itisnotthespokenlangtlagebut  
the writtenlangtlage being read thatis used as thercis no possibility of feedback between speaker  
（Sendcr）andlistener（receiver）．But multimcdia computers，Whieh are bcginning to be availab】e now．  
COuld bring about a ncw relationship betweer11anguage and the communicaLions media thanks to thcir  
intcractivity．Thcrcfore．we have toteach studentshow to catchinformatiollthrough such media and  
how tochoose the mostapproprlatC WaytOeXpreSSthemselvesconsideringthccharacteristicsoEeach  
Of them．  
J（EY WORDS：media multimediacomputer writtcnlanguage spokenlanguagcinteractivity  
注（ユ）もっとも大まかに言って，1angueは言語集団の持つものであり，COmPetenCeはある言語の理   
想的な使用者（ideaLspeaker／hearer）が持つものである点が遇う。しかし，どちらとも実態と  
して把握するには抽象化を要求するものである。  
（2）言語が人間的意味において，最初に待ったメディアは「音」である。その「音」は，各発音器   
官が作り出した。発音器官もまた，広義のメディアである。今日では肉体的発音器官に代わり，   
人工声帯や世界的物理学者StephenHawkingが使用して知られるようになったコンピュータに  
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よる発話機によっても「音」を発する辛ができる。  




文字についても従前は音の影の様な，二次的（ふbordjnate）と考えられて来たが，現在は補   
完しあう別のシステムと考える挙が多い。Crystal（1989）   
2．二次的メディア：発音（発声）器官，耗，ベン，印刷，テープレコーダなどがこれにあたる。   
1．を発現させたり，再生させたりするもの。   











（9）ここでは，文（車）語を，Writtenlanguage（English），口語をspokenlanguage（English）とし   
て考えてみる。もっとも，こうしたことばの定義そのものは色々に，曖昧に使われている。1928   
年当時，SPOkenEnglishを，構造主義言語学以後のわれわれと同じレベルで理解していたかは   
はっきりしない。むしろ始めからそれとは意識せずに，後述するreadlanguage（English）と考え   




（川 映画やテレビのドラマで交わされる会話が実際の会話よI）はるかに分かり易いことは，シナリ   
オそのものヤ談話分析（discourseanalysis）の成果からも明らかである。なお，Ju叩（1992）の   
ように，視聴者に対して記録性があるかないかを問毯にする場合もある。  
uオ Sweet（1990）は，文字を持たない言語社会での伝承（口伝）にだけ用いられることばも含め，   
El常の話しことばではないより格調高いと考えられることばをIiterarylanguagcと言う。  
u頚 マルチメディアの概念については，さまぎまな仮説が出されているが，重要な点は，①映像・   
文字・音声の情報を等価値に統合すること ②送り手と受け手が血eractiveの関係であること   
が挙げられよう。しかも，それらは，かなりの規模の参加者を前提にしなければならない。従っ   
て，現在の段階では，後述する点も含めて，ハード，ソフトの性能，価格など，多くの面で実現   
には至っていないと考える。OSについても，マイクロソフト社の次期OS，Windows95以降   
が必須となろう。  
（用 映像はもともと視覚的な記号としては，文字に近い。実際，溌字などは象形文字から発展した   
文字であるし，印刷技術が導入され文字の大鹿生産大患消費時代に入った当初から，文字は映像  
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（その当時は挿絵）と共に沓かれた。樺山（1990）  
また，マルチメディアの発展が文字情報によるメディアの比束の低下をもたらしていると言う   
指摘もある（電通総研：1995）。確かに，今は文字情報に多くを頼っているCD－ROMやイン   
ターネットのWWW（Wor）dWideWeb）なども音声情報の儒位を予測させている。が，どれかが   
全くゼロとなった場合以外は，映像・音声・文字の情報が「等価」であることは，塩的なものと   
は必ずしも・一致しない。  
（19 その他，英語の例についてはBuda（1994．1995）に詳しい。また，日本のフェイスマークに   
ついては，通信関係の雉誌に掲載されることも多い。「ネットワークを泳ぐ記号たち－フェイ   
スマークの活用術」参照。  
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